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政法人労働安全
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合研究所の理事
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衛生総合研
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産業医学総
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な出発を
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調査研究を続けてまいりま
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長 鈴木 芳美
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で事業所におけ
の労働災害の解
囲にわたる調査
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業医学総合研究
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明と災害防止技術の開発に
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合研究所
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ける発表とともに、産業現
関わっている方々等への効
傾注すること、が重要であ

全研究所、産業医学総合研
、本年度から独立行政法人

こと、研究成果に
会等の研究者サー
場で直接労働災害
果的な発信に、よ
ると考えておりま

究所としての 年
として第 期中期

壊など一度に
増加の傾向を示
のレベルとなっ
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ロジェクト研究課題 課題
よびプロジェクト研究課題
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。
ェクト研究
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調
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年度研究員の募集

研究員 名
建設工事における労働災

査研究業務（構造工学に関
採用時において概ね年齢
で、次のいずれかに該当
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害の防止に関する
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しているか
前記（ ）と
められるこ

、若しくは取得予定である
同等以上の研究能力・実績
と

こと、（ ）
があると認

電気安全研究
（併）研究
首 席 研

グループ部長
企画調整部
究 員

前 田 豊 研究企画調整部長

研 究 部 長

提出書類 （ ）
についても
の概要（
があれば、
号等）、（
ないし論文
する抱負

応募締切 平成

履歴書（写真貼付の上、所
記載したもの）、（ ）研究業
字程度）、（ ）著書、論文
その一覧（タイトル、掲載論
）前記（ ）があれば、そのう
の写し 点まで、（ ）産業安
（ 字程度）

年 月 日 （必着）

属の学会等
績について
、口頭発表
文誌、巻・
ち主な著書
全研究に対

人間工学・
研 究 グ ル

化学安全研究

災 害 調
セ ン タ
災害調査分
上 席 研
（併）機械シ
研 究 グ

リスク管理
ー プ 部 長 永 田 久 雄

グループ部長 安 藤 隆 之

査 分 析
ー 長 佐々木 元 茂

析センター
究 員

ステム安全
ル ー プ

池 田 博 康

境界領域・人間科学
安全研究グループ
化学安全研究グループ
主 任 研 究 官
中央労働災害防止協会
東 京 安 全 衛 生
教育センター所長
機械システム安全
研 究 グ ルー プ
（併）研究企画調整部

雇用予定期間
書類提出先

独立行政
郵送は書留
と朱書き願

問合せ先 独
総

平成 年 月 日 平成
東京都清瀬市梅

法人労働安全衛生総合研究
とし、封筒に 研究員応募
います。
立行政法人労働安全衛生
務第一係 福岡

＠

年 月 日
園
所 総務部
書類 在中

総合研究所

研究企画調整
（併）建設安全

建設安全研
上 席 研

化学安全研
上 席 研

化学安全研
上席研究員（併
労働衛生研究

部統括研究員
研究グループ 豊 澤 康 男

究グループ
究 員 玉 手 聡

究グループ
究 員 板 垣 晴 彦

究グループ
）国際情報・
振興センター

藤 本 康 宏

建設安全研究グループ
主 任 研 究 官
建設安全研究グループ
主 任 研 究 官
（併）研究企画調整部
研究企画調整部
主 任 研 究 官
（併）化学安全研究グループ

化学安全研究グループ
主 任 研 究 官

詳細は当研究
ホームページア

研究所の

学位取得
当研究所建設

が平成 年 月
ける土砂崩壊に

所ホームページをご参照く
ドレス（

動き

安全研究グループ主任研究
日、北海道大学から 開
よる労働災害の防止に関す

ださい。
）

官豊澤康男
削工事にお
る研究 に

災害調査分
主任研究員（
調整部（併）化
グループ
人間工学・
研 究 グ
主 任 研

電気安全研
研 究

析センター
併）研究企画
学安全研究 大 塚 輝 人

リスク管理
ル ー プ
究 員

中 村 隆 宏

究グループ
員 濱 島 京 子

化学安全研究グループ
主 任 研 究 官

境界領域・人間科学安全
研究グループ 主任研究官
（併）研究企画調整部

境界領域・人間科学安全
研究グループ 研究員

より、博士（工
人事異動

平成 年 月
新 職 名

退

退

退

辞

学）号を授与された。

日付
氏 名 旧

任 鈴 木 芳 美 理

任 安 達 洋 監

任 岩 崎 守 康 監

職 本 山 建 雄
研
物 理

職 名

事 長

事

事
究 部 長
工 学 安 全

総 務

総 務 部
総 務 第

総 務 部
会 計 第

総 務 第

三 重 労

部 長 前 田 博 幸

総 務 課
一 係 長 福 岡 静 枝

総 務 課
一 係 長 山 口 覚 史

一 係 渡 辺 智 史
働 局 板 垣 正

中央労働委員会事務局
総 務 課 長 補 佐
政 策 統 括 官 付
労働政策担当参事官室
調 整 第 二 係 長

労働基準局勤労者生活部
勤労者生活課指導係主任

労働基準局労災補償部
労災管理課法規係

総 務 課 長

定 年 退

定 年 退

平成 年 月

新 職

理 事（所長

日

研 究

職 花 安 繁 郎
研
化
研 究

職 平 井 哲 美 総 務

付

名 氏 名 旧

） 本 山 建 雄 研
物理工学

グ ルー プ
究 部 長
学 安 全
グ ルー プ

課 経 理 係

職 名

究 部 長
安全研究グループ

労 働 基
労働基準局
補償課労災
訟 務
労働基準局
労 働 衛
業 務 第
労働基準局
計 画 課
労働基準
秘 書 人

準 部 長
労災補償部
保険審理室
係 長

加 藤 亜 子

安全衛生部
生 課

一 係 長
兼 坂 匠

安全衛生部
企 画 係 斎 藤 寛 孝

局総務課
事 係 土 肥 知 美

総務課総務係長

総務課会計係長

総 務 課 総 務 係

総 務 課 会 計 係


